
 

 

 

 

昨年の今頃のことを、皆さんは覚えているでしょうか？ 

２月末に発表された「全国一斉休校」の指示を受け、３月か 

ら日本中の学校は臨時休校を行っていました。入学式と始業 

式は４月７日（火）に行いました。新入生と２・３年生が直 

接顔を合わすことはありませんでした。翌日の４月８日（水） 

の午前中に登校し、散り始めていた桜の下で写真を撮影し、 

４月９日（木）から再び臨時休校に入ってしまいました。 

その昨年度よりも新型コロナウィルスの感染状況が相当悪 

い中、今日から令和３年度の学校生活が始まりました。１年 

前、私（校長）はこのウィルスを「罹ったら、死んでしまう 

恐ろしいウィルス」ぐらいにとらえていました。事実、誰もが知る超有名タレントが亡くなった後でし

た。でも、その後は学校を挙げての感染対策が功を奏し、校内での感染がなかったこと、有効性の高い

ワクチンが開発されたことなどもあり、次第に恐怖心が小さくなっているのは事実です。しかし、今も

なお、日本中では重症化する方や、命を落とす方が毎日のようにあります。流行は明らかに「第４波」

となり、しばらくは感染者数が激増するのでは？と見られています。 

春休みが終わり、今日から学校生活が再開します。新たな年度で気持ちを切り替えることは大いに結

構です。しかし、新型コロナウィルス感染症の予防のための「学校の新しい生活様式」は、今年も継続

して取り組んでいく必要があります。一人一人が、意識を高く持って、自分や大切な人の命を守る行動

に努めましょう。保護者の皆様、今年度も引き続き、ご理解とご協力をよろしくお願いします。 

スローガン             （上郷の底力） 

～あらゆるものは つながっている～ 

【開校７５年「誇れる上郷中」の創造】 

今年度も、これまでのスローガンをおおむね継続します。あわせて、今年度の学校経営の大きな方針

を、【「学校の当たり前」に感謝する年に】としました。これまで、学校で当たり前

とされていたことが、実は当たり前ではなかったことに気づいた昨年度でした。今年度になって、どれ

ほどが平常の生活に戻るのかは予測できません。学校生活が「普通」に行えることを感謝し、一日一日

を大切にしながら、丁寧に過ごす一年間にしていきたいと考えます。 

コロナ禍２年目。昨年度の反省を踏まえ、「with コロナ」の時代のより良い学校経営を目指していき

ます。ご家庭や地域の教育力に頼らせていただく部分が出てきます。ぜひとも、ご支援ください。 

                                    （校長 小泉 修） 

 

 

〇学校生活ではマスクを常時着用します。（マスクを外した時は、話をしません。距離をとります） 

〇毎朝の検温結果を記した健康観察カードを必ず提出します。（夕方の検温も行います） 

〇体調の悪い時（体温が３７.５度以上ある。頭痛や咳、風邪のような症状がある等）は、無理をせず 

に学校を休みます。（「欠席」とはせず、「新型コロナ感染症予防のための出席停止」とします） 

〇保護者や地域の方にご来校いただく際、人数制限や感染対策の徹底をお願いすることになります。 

 
令和３年４月７日   Ｒ３-１ 

＜学校だより＞ 文責 小泉 修 
TEL 21-0035 
E-Mail c-kamigo@toyota.ed.jp 

今年も継続します ～「新型コロナとの闘い」はまだ続いています～ 

４月早々、満開の上中桜 


